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難民の人たちに服の力を！ 

校⾧ 松本 雅史   

 

今週から 11 月が始まります。昨日は、満月でした。今夜もまだまん丸な

月が楽しめることと思います。月のすぐ右に強く輝く星は木星です。 

さて、皆さんもニュースでご存じのとおり、

今世界では、悲しい争いがいたるところで起こ

っています。イスラエルのガザという地域で

は、この争いで亡くなった方が７０００人を超

えたと報道されています。そして、住む家を奪

われ、町から逃げなければならなくなった人の

数は、１００万人を超えたといわれています。

これは、小平市に住む人の５倍を優に超える数

です。住む家をなくした人々は、逃げた先で、

どう生活していけばいいのでしょう。家も水も

食べ物もトイレもどうしたらいいのでしょう。 

このように、争いで住む場所を奪われ、命からがら逃げてきた人たちの

ことを「難民」と呼びます。今、世界では、平和や環境保護を訴える声や

行動が水かさを増しています。そんな世界にあって、ここ数年、難民の数

は増えていると思いますか、減ってきていると思いますか。現在、世界中

に難民は、１億８４０万人といいます。難民が１億人を超えたのは去年で

す。１０年前までは、５０００万人もいなかったのです。これだけ平和が

大切だ、地球を守ろうと世界中の人たちが力を合わせようとしているの

に、この１０年で難民の人は倍になってしまっているのです。とてつもな

く増えているのです。そして、この難民の半分近くが子どもです。皆さん

と同じ子どもです。その子どもたちの中には、親を失ったり、離ればなれ



になったりしている子も少なくないのです。 

最近、涼しくなりました。今日はどの服にしようかな、去年の服はちょ

っと小さくなっちゃったな、新しい服を買ってもらいたいなという人も少

なくないでしょう。少し大人っぽい服でおしゃれしてみたいなと、お店の

ショーウィンドウを見て楽しんだり、ファッション雑誌や、SNS などでフ

ァッション記事をみて胸をときめかせたりする、高学年の皆さんには、そ

ういう興味も出てきたのではないでしょうか。私たちは、服を選んで着て

います。服はただ着る物というだけでなく、着る人の気持ちを笑顔にする

力があります。しかし、難民の人たちには、服を楽しむという余裕はあり

ません。その日でいっぱい、いっぱいの苦しい日を送っています。その難

民の皆にも服を楽しむ服の力を届けようという

取組を、今６年生は行っています。毎朝、昇降

口で６年生は、もう着なくなった服を集める活

動をしています。この集めた服は、ユニクロを

通じて世界の難民の人たちに送られます。 

衣替えの時期です。冬物の服を出すときに去年のこの服はもう着ないな

という服はありませんでしたか。夏服をしまうときに、今年着たこの服

は、来年はもう着ないだろうなという服はありませんか。もうたぶん着な

いだろうけれど、まだ十分着れるんだよなという服があったら、ぜひ６年

生が毎朝昇降口で服を集めていますので、渡してください。一人でも多く

の難民の人に、着る人を笑顔にする「服の力」を届けましょう。 

この６年生の服を集める活動は、今週で終わりです。これまで協力してく

れた皆さん、本当にありがとうございます。協力できるよという人がいた

ら、今週の木曜日までですので、ぜひ協力してください。 

今朝は、服の力で難民の人たちに笑顔を届けようという６年生の活動を紹

介しました。みんなの真心と行動で、世界に平和の輪を広げていきましょ

うというお話でした。６年生の皆さん、最後まで頑張ってください！ 


